
                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年も載せたのですが、もう一度伝えたくて掲

載します。 

 

―・担任が与えてくれた気づき 

「自分の主張は否定される」――中学生当時の

私は、そう強く思っていました。そして、親や学

校の先生に対して心に刻み込まれた感情は、「怒

り」と「すねる」というものでした。 

 

「『将来、何になりたいか』って聞かれたから答

えたのに、言わせておいて否定するの？ それっ

て、最初から答えは決まっているよね！」 

 

中学 3年生の私にとって、大人たちの対応は

「後出しじゃんけん」のように感じました。彼ら

は、自分たちが望んでいる「答え」を言わせたか

っただけのように見えたのです。  

 

その後、すねてしまった私はいろいろなことが

あり、地元を離れて小樽へ進学することになりま

した。インターハイ全道決勝で理不尽に敗北し、

自暴自棄になっていた私に、小学校の担任が「稔

晃は、将来、何になりたいの？」と尋ねました。

内心、「また否定されるのだろうな」と思いながら

も、「将来は体育教師になりたい」と答えました。

すると、担任はこう言ったのです。 

 

「素晴らしい。じゃあ、どうやったら本当にそう

なれるか、一緒に考えよう！」 

 

「素晴らしいの？」と、私のほうが驚いてしま

いました。この対応は、正直なところ新鮮でし

た。自分の夢が認められたように感じ、自由に言

っていいのだと思えたのです。しかし、実際に夢

を認めてもらい、「どうしたらなれるか、一緒に考

えよう」と言われると、 

われると、自分が何ひとつ具体的に考えていなかっ

たことに気づきました。頭ごなしに否定されると腹

が立つのに、いざ賛成されると何をしていいか具体

的に考えていなかった自分に気づいたのです。 

 

「ああ、そうか。相手に現実を気づかせるには、

こういうアプローチもアリなのだな」と学びまし

た。 

 

ここまでが私の体験談ですが、書物によると以下

のようなことが述べられています。 

 

否定ばかりされると、怒りが生まれる。 

否定ばかりされると、オープンに話せなくなる。 

否定ばかりされると、信頼関係が生まれにくくな

る。 

否定ばかりされると、自己肯定感が低下し、自信

を持てなくなる。 

 

逆に、 

肯定されると、ポジティブな感情になる。 

肯定されると、もっとコミュニケーションを取り

たくなる。 

肯定されるコミュニケーションでは、信頼関係が

生まれる。 

肯定されるコミュニケーションでは、自己肯定感

が高まり、自信が持てる。 

というシンプルな「事実」です。 

 

皆さんはどうでしょう？ 当たり前のこととはいえ、

無意識的に否定を行っている「現実」もまた事実で

す。 

 

〔参考：『否定しない習慣』林健太郎〕 

川合 浩二（用務員） 奥沢保育所より 
 4校目の学校職場です。よろしくお願いします。 

宮本 萌希（学校図書館司書） 望洋台小学校より 

 1年ぶりに戻ってきました。毎週水曜日と金曜日に学校図書

館に居ますので、よろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留寿都中学校 学校だより 令和６年８月３０日発行 

(通巻５３７号) 

留寿都村立留寿都中学校 

発行責任者：林 稔晃 

 

学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 



７月１９日（金）全校交流会から 
 １学期を締めくくる企画として、全校交流会が昼休みに

実施されました。競技は“風船”ミニバレー。生徒会が１

年生から３年生まで全員で楽しめる競技を企画し、運営し

ていました。学

年を混ぜたチー

ム編成で、みん

なが競技に参加

できるように上

級生が気を配り

ながら盛り上が

っていました。 

 

８月２３日（金）二学期始業式 
３０日間の夏休みが明け、学校に元気な生徒の姿が戻っ

てきました。南海トラフ大地震の予兆や台風の影響など日

本全体では心配な期間がありましたが、生徒の明るい表情

を見て安心しました。 

始業式の中で、校長先生から２学期に期待することとし

て、「自分の考えや主張を持ってほしい。また、他者からの

アドバイスをしっかりと受け止めて成長してほしい。」と

のお話しがありました。各学年代表のあいさつでは、１年

生高田さんは「文化祭では、面白いことをしたい。学習面

では、１学期納得のいく結果ではなかった。毎日１時間学

習したい。」２年生竹内さんは「夏休みは、伊達のアトラク

ションパークなどいろいろなスポーツを行った。文化祭は、

クオリティを高くして、良い思い出にしたい。」３年生馬崎

さんは、「夏休みは、部活動や映画を見に行くなど充実して

いた。今年最後の文化祭は、思い出に残るように取り組み

たい。」とそれぞれしっかりとお話ししていました。 

 

 

 

 

 

 

 

８月２６日（月）～３０日（金）授業交流週間 
今週は、教職

員の研修の一環

として「授業交

流週間」として

います。中学校

は教科担任なの

で、それぞれの

教科による特性

がありますが、

授業における工夫や学習に対するアプローチの仕方など、

先生方それぞれが持つスキルをお互いに見て学び、生徒に

わかりやすい授業を目指しています。 

技術の授業では、学習した単元「電気機器の安全な利用」

について疑問点などを調査し、Google スライドに１人ず

つ割り振られたページに調査内容をまとめていました。普

段から同じスタイルで授業のまとめが行われることで、生

徒も方法を理解し、スムーズに進めることができていまし

た。学習したことを振り返り、自分の言葉で説明すること

が学習の定着につながると考えます。生徒は、どの学年も

意欲的に授業に臨んでいますので、今後も、学習の定着と

学力向上を目指した学習指導を続けます。 

 

 

 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 日      

2 月 
全校集会 
２年生職業講話(大根出荷選別施設） 

○ ○ 15:30 17:30 

3 火 スクールカウンセラー来校日 ○ ○ 15:30 17:30 

4 水 ２年生職業講話（ルスツリゾート） ○ ○ 15:30 17:30 

5 木 

３年生職場体験① 

１,２年生４時間授業 

部活動休養日 

× ○ 13:30 15:30 

6 金 
３年生職場体験② 

１,２年生４時間授業 
○ ○ 13:30 15:30 

7 土 小樽・後志秋季野球大会     

8 日 陸上記録会     

9 月 生徒会役員選挙 ○ ○ 15:30 17:30 

10 火 小中合同視察研修 臨時休業     

11 水 
３年生学力テスト（総合A） 

２年生職業講話（役場） 
○ ○ 15:30 17:30 

12 木 部活動休養日 × ○ 14:30  

13 金  ○ ○ 15:30 17:30 

14 土 北海道卓球選手権大会(カデットの部)     

15 日      

16 月 敬老の日     

17 火  ○ ○ 15:30 17:30 

18 水  ○ ○ 15:30 17:30 

19 木 部活動休養日 × ○ 14:30  

20 金  ○ ○ 15:30 17:30 

21 土      

22 日 秋分の日     

23 月 振替休日     

24 火 文化祭特別日課開始（10/4まで） ○ ○ 15:30 17:30 

25 水  ○ ○ 15:30 17:30 

26 木 
部活動休養日 

４時間授業 
× ○ 13:30  

27 金 英語検定② ○ ○ 15:30 17:30 

28 土      

29 日      

30 月 芸術鑑賞 ○ ○ 15:30 17:00 

給 

食 

部
活
動 

９月行事予定 

色あせていた玄関の校章を、夏

休み中に竹内さんが塗り直し

てくれました。明るくなった校

章を見上げてみてください。 

←Before  ↓After 


